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`)風

浸水被害の東松山で

災害ごみを運び出し

れ
る
と
雰
囲
気
が
明
る
く
な
る
」
な

ど
と

、
頼
も
し
い
助

っ
人

の
登
場
を

歓
迎
し

て
い
た
。

一
階
部
扮
が
全

て
浸
水
し
た
と
い

う
千
代

田
皓
子
さ
ん

金
じ
宅
に
は
、

ラ
グ
ビ
ー
部
員
と
監
督

の
計
七
人
が

訪
間

。
長
男
翁
こ
と
の

二
人
暮
ら
し

で
、
ぬ
れ

て
重
く
な

っ
た
畳
や
冷
蔵

庫

、
洗
濯
機
な
ど
、
使

え
な
く
な

っ
た

重
い
家
財
道
具
を
運
び
出
す
の
に
苦

労
し
て
い
た
と

い
う

．
千
代

田
さ
ん

は

「
考
く

て
力

の
あ
る
人
は
本
当
に

助
か
る
」
と

、
次

々
と
ご
み
を
運
び

出
す
学
生
た
ち

に
感
謝
し
て
い
た

．

と
も
に
ラ
グ
ビ
ー
部

四
年
の
藤
井

大
喜
副
主
将

■
こ
と
戸
巻
大
輔
さ
ん

，
こ
は

「
ラ
ク
ビ
ー
以
外

で
役

に
立

て
て
、
う
れ
し
い
」
と
話
し
た
。
ラ

グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ

ツ
プ

（
Ｗ
杯
）

の
試
合
が
台
風
の
影
響
で
中
止
に
な

っ
た
岩
手
県
釜

石
市

の
被
災
地

で
ボ

ラ

ン
テ

ィ
ア
活
動
を
し
た
カ
ナ
ダ
代

表
に
刺
激
を
受
け

て
い
た
と

い
う
。
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決
壊
現
場
を
視
察
ン
籠
動

餘

鋤
螺

咆

献
鋪

碑

な
ど
三
カ
所
で
は
、
国
土
交
通

省
関
東
地
方
整
備
局
が
決
壊

の

原
因
究
明
の
た
め
に
有
識
者

で

設

置

し

た

「
堤

防

調

査

委

員

会
」

（
委
員
長

・
安

田
進
東
京

電
機
大
名
誉
教
授

）
が
、
現
地

嚇
嘲
和
」

「
瓶
蹴

「
『
鵬
嚇
畦
剛

透
し
た
水
に
よ
る

「
パ
イ
ビ

ン
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東
松
山
な
ど
で
１５８
人
避
難

台
風
”
号

の
影
響

で
、
県
内
は
十
七
日
も
、
住
民
や
ポ
ラ

ン
テ

ィ
ア
が
浸
水
し
た
家
屋

の
片
付
け
に
汗
を
流
し
た

一
方

、
専
門

家
が
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
河
川

の
決
壊

の
原
因
を
調
査
し
た
．
県
の
同

日
午
後

三
時
現
在
の
ま
と
め

で
は
、
東
松
山
、
坂

戸
、
川
越
市
で
計
百
五
十
八
ム
が
避
難
生
活
を
続
け
、
秩
父
市
と
寄
居
町

の
計

三
十
五
世
帯

で
断
水
し

て
い
る
．

（渡
部
穣

、
中
里
宏
、
飯

田
樹
与
、
寺
本
康
弘
）

大
東
文
化
大
ラ
グ
ビ
ー
部
助
っ
人
に

近
く
を
流
れ
る
郡
幾
川
の
堤
防
が

決
壊
し
、
多
く
の
住
宅
が
浸
水
被
害

を
受
け
た
東
松
山
市
早
俣
地
区
で

は
、
市
内
に
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
る
大

東
文
化
大
の
ラ
グ
ビ
ー
部
員
二
十

一

人
ら
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
計
約
二
十

人
が
、
大
量
の
水
が
流
れ
込
ん
で
壊

れ
た
家
財
道
具
な
ど
災
害
ご
み
の
処

理
に
苦
し
む
住
民
を
手
助
け
し
た
。

住
民
ら
は

「
若
い
人
た
ち
が
来
て
く
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越
辺
川
の
決
壊
現
場
を
調
べ
る
国
交

省
の
堤
防
調
査
委
員
会
．
週
末
の
雨

を
前
に
応
急
工
事
が
急
ビ
ツ
チ
で
進

め
ら
れ
て
い
た
１
川
越
市
で

麹
／
副
‥
ｉ
ｌ

ゴ

指
摘
。
ュ
田
船
御
剣
翻

や
堤
防

の
土
資

、
堤
防

の
下
の

地
盤
を
追
加

で
調
査
し
な

い
と

原
因
は
分
か
ら
な
い
。
原
因
を

特
定
し
た
上

で
復
旧

Ｉ
法
を
提

案
し
た
い
」
と
述

べ
た

．

今
回

の
堤
防
決
壊
が
河
川
の

一台
流
部

で
起
き

て
い
る

こ
と
に

一”
“

イ
詭

り
〓

玲
硫
瑯

一
詠
噺
〔

雑
な
状
況

に
な
る
一

両
方

の
河

川
の
水
位
観
測
の
結
果
を
基
に

分
析
し
た

い
」
。
比
較
的
狭

い

範
囲

で
の
複
数

の
堤
防
決
壊

に

=
2019年 (令 禾0元年 )10月 17日 (本 曜 日 )

浸水被害の3市
大野知事が視察

知事 (右端 )―川越 市下 小 坂 の

川 越 キ ンク ス・ カ ーデ ンで

大
野
元
裕
知
事
は
、
被
害
状

況
を
把
握
す
る
た
め
、
大
規
模

な

浸

水

被

害

を

受

け

た

東

松

山
、
坂
戸
、
川
越
市

の
被
災
現

場
を
視
察
し
、
三
市
長
と
意
見

交
換
し
た
。

川
越
市

で
は
、
利
用
者

ら
計

約

二
百
人
が

一
時
、
浸
水

で
孤

立
し
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム

「
川

越

キ

ン
グ

ス

・
ガ

ー

デ

ン

一
と

系

列

の

ケ

ア

ハ
ウ

ス

一
主

の
国

」
を
訪
間

。
職
員
や

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
が
、
泥
が
こ
び

り

付

い
た

廊

下

を

掃

除

し

た

り
、
備
品
を
外

に
運
ん
だ
り
す

る
中
、
渡
辺
圭
司
施
設
長
か

ら

被
害
状
況
な
ど
を
聞
い
た
。

東
電

´山
市
内

で
堤
防
が
決
壊

し
た
新
江
川

、　
一
階
部
分
が
浸

水
し

て

一
時
断
水
も
し
た
県
営

東
坂
戸
団
地

（坂
戸
市

）
も
回

っ
た
。

視
察
後
、
今
後
の
対
策
に

つ

い
て

一
国

・
県

・
市
を
ど
う

つ

な
げ
て
い
く

の
か
が
短
期
的

に

は

一
番
大
き
な
仕
事

．
中
長
期

的
に
は
、
未
曽
有

の
災
害
が
常

態
化
す
る
と
い
う
最
悪

の
想
定

に
対
応
す

べ
く
今
回
の
案
件
を

見
直
し

、
市
と
協
力
し
な
が
ら

よ

り

良

い
体

制

を

つ
く

り

た

い
」
と
力
を
込
め
た
．

十
七

日
に
は
、
落
石
防
止
用

の

ロ
ツ
ク
シ

ェ
ッ
ト
が
崩
落
し

た
県
道
な
ど
、
秩

父
市
内
を
視

察
す
る
予
定
．

り
で
は
、
な
か
な
か
な

い

一
と

し

て

「
超
大
型
台
風
が
広
範
囲

一に
も
た
ら
し
た
多
童

の
雨
水
が

一流
れ

て
き
た
と
思

っ
て
い
る
」

■
」五
山
っ
一た
．

調
査

に
同
行
し
た
関
東
地
方

整
備
局
の
佐
藤
寿
延
河
川
部
長

は

「
週
末
の
雨
に
備
え

て
二
十

四
時
間
態
勢
で
、
決
壊
箇
所

の

応
急

工
事
を
進
め
る
」
と
話
し

一た
。


